
第９6回コンクール課題　（テーマ＝むし）

−  1  −

幼
　
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

小
一
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

小
二
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

※
「
ペ
ン
」
は
、
つ
け
ペ
ン
、
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使
用
。
　
　
　
※
幼
年
か
ら
小
四
ま
で
は
上
一
段
あ
け
て
書
い
て
下
さ
い
。
句
読
点
は
省
略
し
ま
す
。

小
三
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

小
五
年
（
ペ
ン
）

小
四
年
（
ペ
ン
）

中
一
年
　
楷
書
（
ペ
ン
）

中
二
・
三
年
　
行
書
（
ペ
ン
）

小
六
年
（
ペ
ン
）



−  2  −

短期特別課題 条幅の基礎を学ぶ

半
切
四
分
の
一
に
書
く
Ⅱ
（
７
）�

締
切
り
　
七
月
二
十
五
日
（
必
着
）

神
　
谷
　
葵
　
水
　
先
　
生
　
書

◎�

本
誌
に
条
幅
（
半
切
）
の
課
題
が
正
式
に
設
置
さ
れ

た
の
は
、
平
成
十
一
年
七
月
の
こ
と
で
、
そ
の
前
の

約
八
年
間
は
、
半
切
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
半
切
四

分
の
一
の
サ
イ
ズ
（
約
六
八
㎝
×
十
七
、五
㎝
）
で
条

幅
の
基
礎
を
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

◎�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、元
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授
・

神
谷
葵
水
先
生
の
当
時
の
お
手
本
を
も
と
に
、
改
め

て
条
幅
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
に
も

一
年
間
学
び
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
パ
ー
ト
Ⅱ
に
な

り
ま
す
。

◎�

条
幅
は
苦
手
と
い
う
方
、
大
き
い
作
品
に
気
後
れ
し

て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
条
幅
の
草
稿
作

り
の
つ
も
り
で
気
軽
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

〔
読
み
〕　
白は

く
う
ん
せ
い
し
ょ
に
い
る

雲
依
静
渚
（
唐
の
劉

り
ゅ
う
ち
ょ
う
け
い

長
卿
の
詩
句
）

〔
大
意
〕

　
白
い
雲
が
静
か
な
谷
川
の
岸
辺
に
か
か
っ
て
い
る
。

〔
解
説
〕

・�

用
紙
に
五
文
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
行
の
中
心
、
字
間
、
天
地
の
あ
き
等
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
紙
を
折
る
、
下
敷
の
罫
を
利
用
す

る
等
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

・�

お
手
本
を
よ
く
み
る
と
、
各
字
に
大
小
の
違
い
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
潤
渇
も
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
の
方
が
動
き
や
リ
ズ
ム
が
出
て
表
現
が
豊
か

に
な
り
ま
す
。

・�

で
き
る
方
は
、
書
体
や
崩
し
方
を
変
換
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
作
品
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。
そ
の
際
、
字
典

で
し
っ
か
り
調
べ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

・�

落ら
っ

款か
ん

（
署
名
・
印
）
も
作
品
の
一
部
で
す
。
丁
寧
に

収
め
ま
し
ょ
う
。
印
の
な
い
方
は
□
を
赤
ペ
ン
又
は
朱

墨
で
書
い
て
下
さ
い
。

〔
作
品
の
出
し
方
〕

▼�

毛
筆
部
＝
条
幅
半
切
四
分
の
一
（
約
六
八
㎝
×

十
七
、
五
㎝
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

▼�

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
版（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）
以
下
の

紙
に
課
題
手
本
の
よ
う
な
枠
線
を
引
い
て
下
さ
い
。

用
具
は
自
由
で
す
が
、
細
い
線
は
相
応
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
（
フ
エ
ル
ト
ペ
ン
・
筆
ペ
ン
可
）

▼�

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

▼�

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・
毛

筆
漢
字
の
成
績（
硬
筆
の
場
合
は
硬
筆
規
定
の
成
績
）

を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼�

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に
掲

載
し
ま
す
が
、成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま
せ
ん
。



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　7 月25 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

奥
おく

　村
むら

　暢
のぶ

　之
ゆき

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  3  −

★
決
定
を
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　
プ
ー
シ
キ
ン
（
一
七
九
九
～
一
八
三
七
）

　
　
ロ
シ
ア
の
作
家

　
長

ち
ょ
う

と
い
う
肩
書
き
を
持
つ
者
は
重
大
な
決

断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
一
晩

眠
っ
て
冷
静
に
考
え
れ
ば
良
い
知
恵
も
出
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
周
囲
の
成
り
行
き
で
即
断
し
後
悔
し
な
い

た
め
に
も
、
人
生
の
岐
路
の
境
目
に
は
十
分

に
立
ち
止
ま
り
、
考
え
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

◆
８
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
誰
か
を
愛
す
る
事
は

　
そ
の
人
の
幸
福
を

　
願
う
こ
と
で
す

★
名
誉
心
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
ゴ
ー
リ
キ
ー
（
一
八
六
八
～
一
九
三
六
）

　
　
ロ
シ
ア
の
作
家

　
小
説
『
ど
ん
底
』
の
中
で
「
お
ま
え
に
名

誉
心
や
良
心
は
な
い
の
か
」
と
い
う
問
い
に

対
す
る
盗
人
の
ペ
ー
ペ
ル
の
答
え
。

　
言
葉
は
綺
麗
で
も
、
そ
れ
は
権
力
者
の
飾

り
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
強
烈
な
皮
肉
が

込
め
ら
れ
て
い
て
、
立
場
や
境
遇
が
違
え

ば
、
押
し
つ
け
が
ま
し
く
な
り
ま
す
。

◆
８
月
課
題
予
告
（
行
草
ま
た
は
草
書
）

　
人
間
は
絶
望
に

　
到
っ
た
時
に
は

　
か
え
っ
て
達
観
出
来
る

　
▼
教
範
・
書
範
＝
行
書

　
▼
師
範
＝
楷
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
楷
書
」
で
、
師
範
は
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

◎�

行
書
は
、
手
書
き
に
は
最
も
便
利
な
書
体
で
す
。
書
く
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
、
字
形
以
上
に
の
び
の
あ
る
線
質
に

こ
だ
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

の
び
よ
く

中
心
大
切

筆
順
が
正
し
け
れ
ば

　

　
　
字
形
も
お
の
ず
と
整
う

①

②
③ ④

ひ
ら
く

①

②
③

④
⑤

同
字
変
化



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　7 月25 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  4  −

〔
句
解
〕
真
夏
の
炎
天
下
、
蟹か

に

が
鋏

は
さ
み

で
空く

う

を

は
さ
む
姿
を
し
た
ま
ま
死
ん
で
い
る
。
そ
の

背
後
に
は
雲
の
峰
が
む
く
む
く
と
湧
き
立
っ

て
い
る
こ
と
だ
。

〔
鑑
賞
〕
蟹
の
鋏
と
壮
大
な
入
道
雲
の
取
り

合
わ
せ
と
い
い
、〈
空
を
は
さ
む
蟹
〉
だ
け

で
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
し
た
蟹
の
鋏
が
思
い

起
こ
さ
れ
る
修
辞
技
法
と
い
い
、
空
の
青4

、

蟹
の
赤4

、
雲
の
峰
の
白4

の
配
色
と
い
い
、
従

来
の
季
題
観
念
に
ま
つ
わ
る
配
合
趣
味
を
離

れ
た
絵
画
的
で
洗
練
さ
れ
た
写
実
味
に
そ
の

特
色
が
あ
る
。

〔
解
説
〕「

」
を
書
く
時
は
、
紙
に
ペ

ン
先
を
突
っ
込
む
よ
う
に
入
り
（
逆
筆
）、
少

し
戻
り
か
げ
ん
に
し
て
書
く
と
良
い
。

◆
８
月
課
題
予
告

　
夏
の
河か

は

赤
き
鉄て

っ

鎖さ

の
は
し
浸ひ

た

る
（
山や

ま

口ぐ
ち

誓せ
い

子し

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

　
空
を乎

は八

さ
む
蟹か

二

死し

に
を
る
や
雲久

も

の農

峰三
ね

　
空
を
は者

さ佐

む無

蟹可
尓

死
に耳

を越

る
や
雲
の乃

峰み
年

　
空く

う

を
は
さ
む
蟹か

に

死
に
を
る
や
雲
の
峰

（
河か

わ

東
ひ
が
し

碧へ
き

梧ご

桐と
う

）

〔
古
筆
参
考
〕

乎を無む尓に耳に農の



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り
　
七
月
二
十
五
日
（
必
着
）�

簗や
な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔古筆参考〕

中
なかつかさしゅう

務 集

−  5  −

〔
歌
意
〕
月
を
見
て
い
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
に

悲
し
い
思
い
が
つ
の
っ
て
く
る
。
な
に
も
、

自
分
一
人
だ
け
の
秋
で
は
な
い
の
に
。

〔
出
典
〕
古
今
和
歌
集

　
　
　
　
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

・�

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋩
、
㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋭
、

㋑
と
㋬
、
㋑
と
㋣
、
㋑
と
㋠
、
㋩
と
㋥
、

㋩
と
㋭
、
㋩
と
㋬
、
㋩
と
㋣
、
㋩
と
㋠
、

㋭
と
㋬
、
㋭
と
㋣
、
㋭
と
㋠
、
㋣
と
㋠
、

そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・�

余
白

○
、
白
が
行
を
生
か
し
て
く
れ
る
。

・
行
の
ふ
く
ら
み
・
ゆ
れ
大
切
。

・�

●
粗
密
の
動
き
大
切
。

・

↓
の
方
向
大
切
。

◆
８
月
課
題
予
告

　�

さ
夜よ

中な
か

と
夜よ

は
ふ
け
ぬ
ら
し
か
り
が
ね
の

き
こ
ゆ
る
空
に
月
わ
た
る
見
ゆ

月
み
れ
ば盤

千遅

々ゝ
に
も
の
こ
そ所

か可

な奈

し
け希

れ

我わ

が可

身
ひ

一

と
つ
の
秋
に尓

は盤

あ
ら
ね年

ど

ほ
か可

の
は八

な那

と
も
お
も
ほ本

え
ぬ
か可

な奈

　
　
四
月
み
あ
れ
ひ
く

き
み
を
だ多

に
い
の
り利

お
き

（
キ
）

て
は

う
ち
む无

れ
て
た多

ち
か可

へ
り利

な奈

ん
か

も
の
か可

は
な奈

み

㋠㋣

㋬ ㋭ ㋥ ㋩
㋺㋑



は が き 課 題 奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　7 月 25 日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　�

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　�

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　 （
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  6  −

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　

極
暑
の
折
、
緑
に
恵
ま
れ
た
山
国
で
は
木
陰
で
涼
み
小
川
の
せ
ゝ
ら
ぎ
で
し
じ
み

と
り
な
ど
し
て
夏
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
パ
ジ
ャ
マ
持
参
で
お
い
で
下
さ
い
。

　

令
和
元
年
盛
夏　
　
　
　
（
ご
自
分
の
氏
名
）

◆
今
月
は
、
文
章
も
自
由
と
い
た
し
ま
す
。

◆�

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
て
自
由

に
創
作
し
て
下
さ
い
。

◆�

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
、
個
性
豊
か
な
暑

中
見
舞
い
状
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

自 

由 

課 

題



一般部毛筆漢字課題 締切り　7月25 日（必着）

〔読み〕銀河花の外に転ず

〔大意〕�花の咲くあたりに目を転ずれば、その向こうには銀河が流れて

いる。

奥お
く  

村む
ら  

暢の
ぶ  

之ゆ
き  

臨

須す  

田だ  

一い
ち  

葉よ
う  

書

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
楷
書
）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕孔子廟堂碑（６２６〜６３３）　〔筆者〕虞世南（５５８〜６３８）

〔読み〕（楛
く

）矢
し

東
ひがし

に帰
かえ

り、白
はっ

環
かん

西
にし

に

−
  7
  
−

矢
　
　
　
　  

東
　
　
　 

　 

帰
　
　  

　 

白
　
　
　   

環
　
　
　
　 

西



一般部毛筆かな課題 締切り　7月25 日（必着）

〔出典〕加
か

藤
とう

楸
しゅう

邨
そん

〔句意〕‌�うだるような暑さの中、野に一本の松がある。森閑とした夏の

野に来て、作者は一本の老松の孤高の姿を見ているのである。

炎え
ん

天て
ん

の
一ひ

と

隅す
み

松ま
つ

と
な
り
て
立堂

つ都

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書
　
　

新
入
か
ら
１
級
ま
で

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕伊
い

藤
とう

左
さ

千
ち

夫
お

〔歌意〕‌�七夕の夜は近づいた。牽
けんぎゅう

牛、織
しょくじょ

女の星は逢うというのに、わた

しがあなたに逢えるのはいつの日のことであろうか。

た
な奈

ば者

た多

の
夜よ

は
近ち

可

づ
き支

ぬ
然し

可

れ連

ど
も

　
　
　
　
　
君き

み

に耳

吾王

が可

逢あ

ふ
い
つ徒

の
日
に尓

か可

も毛

■
両
課
題
と
も
文
字
の
変
換
、
ち
ら
し
方
は
自
由
で
す
。

−
  8
  
−



一般部毛筆細字課題

伊
い

　藤
とう

　梅
ばい

　香
こう

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り
　
七
月
二
十
五
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　
田た

　
蒼そ

う

　
仙せ

ん

　
書

半紙（３３４mm×２４０mm）

−  9  −

〔�

条
幅
解
説
〕
美
し
く
咲
い
た
花
…
…
蕾

つ
ぼ
み

、
半
開
き
、
は
な

び
ら
…
…
文
字
を
そ
ん
な
表
情
に
書
い
て
み
ま
し
た
。
画

と
画
を
少
し
あ
け
て
（
空
気
ぬ
け
）
和
い
だ
作
の
謹
厳
な

欧
陽
詢
の
楷
書
を
参
考
に
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

先4

生
の
稽
古
場
へ
伺
う
と
墨4

の
香
り
が

心
地
よ
く
安4

ら
か
な
気
分
に
な
り
ま
す

墨4

汁
ば
か
り
の
私
で
す
が
時4

に
は
墨
を

磨
ろ
う
と
心4

を
新
た
に
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）�

 

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■ ‌�

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
坐
禅
は
ど
こ
で

で
も
で
き
、
無
念
無
想
の

境
地
に
到
れ
ば
、
熱
い
火

す
ら
、
涼
し
く
感
じ
る
。

初
出
品
の
方
へ

　�

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

安あ
ん
ぜ
ん
は
か
な
ら
ず
し
も
さ
ん
す
い
を
も
ち
い
ず

禅

不

必

須

山

水

滅し
ん
と
う
を
め
っ
き
ゃ
く
す
れ
ば
ひ
も
お
の
ず
か
ら
す
ず
し

却

心

頭

火

自

涼



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　7 月25 日（必着）

よ
　
　
う
　
　
年

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  10  −−  11  −

イ
チ

ぞ
ら

ゆ
う

１

１

１

１

１

１

１ ２

２

２
２

３

１ ３

２

４

３

３
４

４

５ ６



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　7 月25 日（必着）

小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  10  −−  11  −

あ
め

ド
ウ

カ
ン

か

コ
ウ

い
つ

ズブ
ツ

え



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　7 月25 日（必着）

小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
岡お

か

　
嶋じ

ま

　
桂け

い

　
川せ

ん

　
書

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

−  12  −−  13  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
入
〜
１
級

ア
ン

ゴ
ウ

ブ
ン

カ
イ

こ
た（
え
）

み
ち
び（
き
）

だ
（
す
）

エ
イ

ダ
イ

　
コ
ン

ド
ク

ヨ
ウ



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　7 月25 日（必着）

中
　
一
　
年
　
　
　（
行
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
行
書
）

−  12  −−  13  −

カ
ン

セ
ン

ニ
ュ
ウ

ジ
ョ
ウ

シ
ョ
ウ

タ
イ

ケ
ン

と
ど
（
く
）



▼小三年以下の課題　　田
た

　代
しろ

　華
か

　光
こう

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　清
し

　水
みず

　希
き

　光
こう

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

しめきり　7 月 25 日（必着）

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、‌�

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。（
黒
色
に
限
る
）

一
、  ‌�

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、‌�

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  14  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

か
お

そ
だ

ま
い

と
し

あ
さ

い
ち

ま

か

い
ろ

う
た ねわ

き

あ

よ
う

む
ら

び
と

お
ど

う

※
真ま

っ
赤か

＝
単
語
と
し
て
こ
の
よ
う
に
読
み
ま
す
。



教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　7月 25 日（必着）

−  15  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
二
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
碧へ

き

　
友ゆ

う

　
書

か
ど
し
っ
か
り



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　7月 25 日（必着）

−  16  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
三
〜
小
五
年
　
　
玉た

ま

　
樹き

　
小

し
ょ
う

　
華か

　
書

−  17  −

中 心



−  16  −

教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　7月 25 日（必着）

−  17  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
六
〜
中
二
・
三
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
香こ

う

　
竹ち

く

　
書

※
行
書
は
線
の
連
な
り
を
大
切
に
！

と
め

の
び
の
び
と



−  18  −−  18  −

◎楷書の基本線の練習は、習字をする上でいちばんたいせつなことです。

　�初めてペンを持つ方はもちろん、これまでペン習字に親しんで来た方も初心にかえって、のびやかに

大きくおけいこしてみましょう。

1. ペン軸は指先に力を入れないよう 1.5 ～２センチぐらい元をあけて軽くにぎる。

2.	軸の傾斜は 45 度～ 50 度ぐらいがよい。墨汁をつける時は先から１センチの円い穴の辺りまでつける。

	 使用後は、墨汁を布などできれいに拭って乾燥させ、サビを防ぐ。

奥
　
村
　
憲
　
照  

先  

生  

書

〔ペンの手ほどき〕
　

　　　  楷　書　の　基　本　線（つけペン）

Ａ
か
ら
Ｂ
は
と
め
る

Ｃ
で
一
た
ん
お
さ
え

て
か
ら
左
へ
軽
く
は

ね
る

Ｃ
で
一
度
お
さ
え
軽
く
上
へ
は
ね
る

た
て
ぎ
み

三
折
の
き
も
ち

少
し
そ
り
ぎ
み

Ｂ
で
一
度
お
さ
え
て
か
ら

軽
く
す
っ
と
は
ね
る

Ｂ
で
一
た
ん
休
み
、
圧
力

を
か
け
て
か
ら
Ｃ
へ
引
く

タ
テ
は
太
め

ヨ
コ
は
細
め
に

組
み
合
わ
せ
は

が
っ
ち
り
と

Ａ
で
お
さ
え
そ
の

ま
ま
右
へ
湾
曲
し
て

Ｂ
で
一
度
お
さ
え
て
か
ら

上
へ
は
ね
る

Ａ
で
お
さ
え
、

垂
直
に
ひ
き
す
っ
と
ぬ
く

Ａ
で
軽
く
入
っ
て

だ
ん
だ
ん
圧
力
を

加
え
Ｂ
で
一
度
お

さ
え
て
か
ら
右
へ

払
う

Ａ
で
お
さ
え
し
だ
い
に

速
度
を
増
し
す
っ
と
払
う

ＡＡ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ
か
ら
ゆ
っ

く
り
書
き
出

し
Ｂ
で
少
し

休
ん
で
Ｃ
で

一
度
お
さ
え

て
か
ら
上
へ

軽
く
は
ね
る

上にそる

下にそる

Ａ
で
お
さ
え
、
Ｂ
ま
で
一
気
に
引
き

　
　
　

軽
く
お
さ
え
て
と
め
る



−  19  −

　新元号「令
れい
和
わ
」を書いてみよう！

　
四
月
一
日
に
新
元
号
が
発
表
さ
れ
、
五
月
一
日
か
ら
「
平
成
」
に
代
わ
り
「
令

和
」
時
代
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
皇
位
継
承
に
先
立
ち
、
新
元
号
が
事
前
に
発
表
さ
れ
る
の
は
憲
政
史
上
初
め
て

で
、
全
国
各
地
で
新
元
号
入
り
の
記
念
グ
ッ
ズ
が
作
ら
れ
た
り
、
著
名
書
家
の
模

範
揮
毫
や
自
由
参
加
の
揮
毫
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
大
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
本
会
で
も
新
元
号
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　「
令
・
和
」
と
も
に
教
育
漢
字
で
、
令4

は
小
四
年
、
和4

は
小
三
年
で
習
い
ま
す
。

令4

の
字
は
誰
も
が
㋐
の
形
で
習
う
わ
け
で
す
が
、
明
朝
体
や
ゴ
シ
ッ
ク
体
な
ど
の

活
字
の
主
流
は
㋑
で
あ
り
、
政
府
発
表
の
書
も
㋑
で
あ
っ
た
た
め
に
、
一
気
に
脚

光
を
浴
び
た
感
が
あ
り
ま
す
。
㋒
も
古
典
に
あ
る
根
拠
の
は
っ
き
り
し
た
書
き
方

で
、
い
ず
れ
も
同
一
の
漢
字
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
角
目
も
、
点
・
横
棒
の

ど
ち
ら
で
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
し
く
理
解
し
て
美
し
く
書
き
ま
し
ょ
う
。

奥
　
村
　
暢
　
之
　
書

▲�菅
すが

義
よし

偉
ひで

官房長官が発表した茂
も

住
ずみ

菁
せい

邨
そん

氏

(飛騨市古川町出身)揮毫による新元号

「令和」

行　　書

㋐

㋑

㋒




